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? ? ? ? ?
京都大学医療技術短期大学部紀要 第6号 1986
蓑2 老人骨折初期治療の目標






























































































































































の拘縮を予防する｡お わ り に
ねたきり老人では骨組寿軟化症 (osteoporo一
malacia) の状態にあるも
のが多 く, 容易に骨折を起 こす｡脊椎骨折,大腿
骨頭部骨折,横骨下端骨折,肋骨骨折などはそ
の代表的なもので,早期診断と適切な初期
治療によって合併症をできるだけ少なくすることがきわめ 重要である｡ (本論 文の要 旨は
第 9回日本プライマ リ･ケ ア 学 会(1986,6,21,於 .'京都) ワ - ク ショップ｢障
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